
ｌ
ｊ

大
栄
弓

j
●､､

．

J,ik………ｊ１
４↓

］Ｕ,||||ト

４
 
１
Ｘ
　
９
４

- 〃

ｊ
ソ
ノ

所出ト 高崎む 佼同 巡
ノ χ

ｊ ｉ 〒J汀( バ)ド削
Ａ

円

－
－
ｉ

Ｔ

リ

ー

μ

じ
ｆＦ

’
で

、

ノ
｀
ｊ

ｌ

Ｉ 町］-……Ｉ-ＩＴＥＬＯ］

皿’‥‥‥‥

‥‥IIIIIIIII，

7ぐ之O-60ム1

20 ７１

柚 川 洲 出 目

創立120周年記念式典 盛大に挙行される

. - - m
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高高同窓会報

全校マラソンについてのあれこれ

長
距
離
競
走

が
学
校

行
事
に
最
初
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の

は
大
正

３
（
1
9
1
4

）
年
で
、
６
年

５
月
1
6日
の
創
立
2
0周

年

記
念
式

後
の
大

運
動
会
で
も
学
校
～
八
千
代
橋
～
乗
附
～

聖
石
橋
～
お
濠
～
学
校
を
コ
ー
ス
と
す
る
長
距
離
競
走
が
行
わ

れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
翌
７
年

創
立
記
念
日
が
新
た
に
５

月
2
0日
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
記
念
行
事
と
し
て
８
（
1
9
1
9

）

年
よ
り
学
校
～
碓
氷
郡
八
幡
村
八
幡
宮
往
復
を
コ
ー
ス
と
す
る

創
立
（
開
校
）
記
念
日
記
念
行
事
の
長
距
離
競
走

が
始
ま
っ
た
。

こ
う

し
て
始

ま
っ
た
こ
の
行

事

も

理
由

は
分

か
ら
な
い
が
1
0

八

１

ＩＩ

９
２
１
）
年
ま
で
し
か
実
施
さ
れ
ず
、
長
い
中
断
の
後
昭
和

（
1
9
3
6

）
年
に
同
コ
ー
ス
で
再

開
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
な
ぜ

か
1
3年
に
は
研
屋
材
本
店
～
沖
～
町
屋
～
豊
岡
～
君

が
代
橋

～
学
校
の
コ
ー
ス
に
変

更
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
後
は

実
施

さ
れ
た
記
録
は
な
く
な
り

、
1
4・
1
5年
の
５
月
2
0日
前

後

に
は
県
下

中
等
学
校
の
団
体

長
距

離
競
走
が
行

わ
れ
た
記
録

スタート直後（後方の木立は並榎の五輪坂上 ）【昭和２９年】

が
あ
る
。
そ
の
後
戦
争
の
深
刻
化
と
と
も
に
軍
事
演

習
や
勤
労

動
員
に
生
徒

が
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
行
事
は
消
滅

し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
長
距
離
競

走
を
走
っ
た
記
憶
を
語
る
先
輩
も
お
り
、
こ
の
頃
の
事
情
に
つ
い

て
は
不
明

な
点
が
多
い
。
こ
の
辺
の
事
情
を
ご
存
じ
の
方
は
ご
教

示
下
さ
い
。

戦
後
の
復
活
第
１
回
は
昭
和
2
5（
1
9
5
0

）
年
に
第
5
4回

開
校

記
念
マ
ラ
ソ
ノ
大

会
と
し
て
実
施
さ
れ
、
コ
ー
ス
は
君

が
代

橋
～
里
見
街

道
～
剣

崎
～
八
幡

駅
～
藤

塚
～
中

山
道
（
翌
年

か
ら
現
在
旧

道
と
よ
ば
れ
て
い
る
国
道
1
8号

）
～
下
豊
岡
～
八

千
代
橋
中
間
点
～
学
校
だ
っ
た
。
2
7年
か
ら
は
コ
ー
ス
終
盤
が
下

豊

岡
か
ら
君

が
代
橋
～
１
　
川
左

岸
～
八
千

代
橋
東
詰
～
八
千

代
橋
（
烏
川
に
も
架
橋
さ
れ
て
い
た
）
～
学
校
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
4
1（
1
9
6
6

）
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
間
2
8

（
1
9
5
3

）
年
に
は
生
徒
総
会
の
決
議
で
大
会

が
中
止
に

な
り
、
翌
年
に
は
復
活

す
る
と
い
う

波
乱
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
こ

の
コ
ー
ス
は
交
通
事

情
に
よ
り
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
4
2

年
か
ら
は
吉
井
街
道
往
復
コ
ー
ス
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
コ
ー
ス
は
安
定
せ
ず
、
館
折
り
返
し
、
山
名
方
面
土
信
電
鉄
踏

切
折
り
返
し
等
毎
年
変
わ
っ
た
コ
ー
ス
を
走
っ
た
。
そ
し
て
4
5年

に
は
乗
附
一
周
コ
ー
ス
に
変
わ
り
、
翌
年
に
な
っ
て
国
立
コ
回

丁

コ
ー
ス
に
変
更
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
6
2
（
1
9
8
7

）

年
に
は
、
日
程

上
、
保
健
上
不

都
合
と
の
理
由
で
ぃｎ
月
実
施
に

変
更
さ
れ
て
、
創
立
（
開
校
）
記
念
日
行
事
と
し
て
の
役

割
を
終

え
た
。

な
お
、
全
校
マ
ラ
ソ
ン
の
回
数
に
つ
い
て
、
戦
後
復
活
第
１
同
を

第
5
4回
と
表
記
す
る
の
は
、
学
校
創
立
以
来
毎
年
実
施
さ
れ
た

と
い
う
誤
解
に
よ
る
。
ま
た
、
昭
和
2
9年
の
大
会
を
第
６
回
と
す

る
高
崎

高
校
新

聞
第
2
3
号
は
、
発
議
さ
れ
た
が
実
施
し
な
か
っ

た
2
4年
を
復
活
第
１
回
と
し
、
2
8年
の
中
止
を
考
慮
し
な
い
数

之
方
で
正
確
で
は
な
い
。
現
在
の
回
数

が
こ
の
回
数
の
上
に
積
み

重
ね
ら
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
再

考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

＊
こ
れ
を
ま
と
め
る
に
当
た
り

、
多

く
の
同
窓
諸

氏
に
ご
教
示

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員

田
端
穣
・
5
4期
）

．
’
ふ
．
．
　
２
ｚ
ｒ
ｔ
ｔ
ｒ
ｒ
ｒ
７
１
１
　
朧
七

情

４
　

付

が

そ

よ

が

晋

閔

長

仏

を

ず
ラ
ソ
ン

aｔ

甘l,ｌ.｡7j｡

j 毒一一ニニ

―
－
－
！
－
－挙ｉ回呵廓外や吟ロずりン震域犬

と二_浬隻＿ニゾ囃しみ
JS侮彙・μ、・

ﾘｰ？‥.ぞ.？●･£l

ご ｔ Ｊ £ を二

. だ ･ . ･ l . ／ . ぞ ‘ . _

え . ニ ご .

y l 吠 　 〆 ’ ノ

._J.｡＿

＿._ダ_＿

ｆ

．_えご．一

卜y

y.こ

４ ぷ 。

;‘

沁

．ｊ・４・･ｊ７ｊり４／ Ｊ
．

･..241･Ｊ,j｀j丿
－ r ･ 四 ら ･

・
－
‐

ｒ
Ｉ
Ｉ
？
ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
5
1
1

ユバｰ-－
皿 J j

､ .

ﾀ φ 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一

ｙ ｊ jls･ 44,おji

･,･∠

7ど

jl r` ij4 卵 で

μJg 貳fi や 夢

£．

M - 〃

jｆ･ぷ.７ｊ一一一一

一旦二.ら.邑え

ｊ ， ？
！

二在，λ･二

乙４
９

N I r － 〃 ㎞ ･ - - r 〃 ゛ I “ I "

ｊｊ二.／４

２三 ツ 二 し か 一 二 匹 － ぶしぜｊＪ
一久．・ぷｰ/ｊ=

〃〃･〃･ﾐ=

／・ｊ，ぷ了ぶぷ，£ユ ヱ 乙

4 ｋ

▽ 心
……

ｊ，μ．’４ぶ’がぶT･一一一一

よき_ 二 二趾 4,j,r，ぬ

Ｊ４ＩＺ．．･４･Ｉ-

→一一一一

ｊｊふ･ア／

7↓Ｊ･旦＿･.. ぎ_參ぷ．４゛_･２／＿ｊｚ／゛４そｙ･･ａ‾j

nf 皿

4ツj2j.-I-i--

-J匹４ｊｚ＆4

た

ｊ

jｊ.

λふ一
－-

ｊツ皿､Ｊ４一一一一一一一

ＪＺｙｌｱ･ｙ．

い

ｐ _ （

ｊ 二 旦 二

Ｊ ， ４ -

- Ｗ - ♂ 四 - - ･ ･

･ - - ･ I ､ 集 ノ Å ニ ･

/ し

乙

／ ｊ ．

／／，．λJIそ..㎜-Iu-㎞一一

心-･-･-ふ..r--jF-~4-～･.-

/.2-

Ｗ ’ ･ ･ ● ･ ･ ･ - ･ - - - ･ - - ㎜ ㎜ ㎜ | 匹 - j - ｡ J ･ ･ ･ . ･ ･ ¥ ~ = I ﾐ ﾐ ＝ = ･ 心 匹 〃 〃 ｀ ･ ← ~ ¨ ･ ･ - - ･ ＝ こ 二 二 … … 二 …

… … _ . ､ ､ … … … . . 二 . _ . ･ :
コ ! .

ノ 1 ･ ･ で ･ ･ ･ ･ ･ k 4 4 ･ 、 ･ ･ 1 . 1 禰 了 声 ! ｡ ｐ 吻 . ぼ １ ４ ● ● ・ ． ． ． ．

ご _ . . . . - ¨ ･ I ’ － ’ ･ ‘ ･ こ ﾐ ･ ¬ － 〃 － 心 = ･ ~ . . ¬ ﾐ I

第五十一期同期生、還暦記念誌『秀嶺榛名紫に』より優勝者高見潭啓二氏(５４期)を迎える役員

２



高崎高等学校同窓会長(67 期)

串田 紀之

ご 挨 拶

平 素より同窓会の皆 様 におかれまして

は 母校 への 多大 なご支援 とご協力に心

から 敬 意を 表します 。高 崎 高 校 は平 成29

年で 創立120 周年を迎えました。そ の

記 念式 典を挙 行す るにあたって｢ 創 立120

周年記 念事 業実 行委員 会｣を立ち上

げ、委員長に就任させていただきました。

皆 様の 御協力のもと滞りなく平成29 年5

月20 日音 楽 センターに於いて 記 念式 典

を終えることが できました。その 後 会場

を高 崎ビユーホテルに移し、大 勢 の同窓

生の 参加で懇 親を深めました。

さて 本 校は明治30 年 、市内赤 坂 にあ

ります長松寺 を仮校 舎とし、群馬県 立尋

常 中学 校 群 馬 分校として発足し か母 校

は 、明治31 年 に上 和山 校舎 が 完 成 、33

年には 高崎 中学 校として歴史の一 歩 を

歩 み始めました。その後昭和13 年に乗 附

の現 在地 に 移転 、15年には群馬 県立 高

崎高 等学 校 と改称し 、22年には 創立50

高高同窓会報

周年を、そして平成9年に100周年を迎え

歴 史と伝統を培ってまいりました。その

間には校舎焼失など幾多の苦難もござ

いましたが、その都度多数の諸先輩方の

ご尽力によって障害を乗り越え、母校高

崎高校は揺るぎなく発展の道を歩んでま

いりました。

高崎高校にはこの120 年の歩みの中

で培われ、諸先輩方が大切に育んでこら

れた｢文武両道｣｢ ３Ｆ精神｣ という素晴

らしい伝統があります。no周年以降、本[|

ここに120 周年記念式典を迎えるまで

の10年の間にも｢文武｣においてさまざま

な実績を重ねてまいりました。さらに榛

名山に沸く雲を追いかけるごとく高きを

求め続け邁進し、発展を続ける高崎高

校の未来が燦と輝くことを祈念し、記念

式典にご理 解とご協力をいただき盛大

に挙行出来ましたことに、心から感謝を

申し上げます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

高崎高等学校校長(78 期)

加 聡

佐藤前 校長の後任として、本年４月

に富岡高校から異動してきました78 期

の加藤聡( さとし) と申します。よろしく

お願い申し上げます。

まず以て、生徒として( 昭和51～53 年

度) 、教諭として(平成5～11年度) 、そし

て今回校長としてという形で高高に３回

関われることを、この上なく光栄である

と常々感じております。

さて、本原稿を書いている今は夏休み

の真最中です。多くの生徒が、部活動、

定期戦の練 習、そして勉強のために毎

日登校しています。その表情には屈託

がなく、自分のやるべきことに取り組も

うとする意欲が感じとれ、しばしば次の

俳句を思い出します。

｢ 満面 に汗して酬( むくい) 求 めざる｣

阿波 野青 畝(せ いは)

ひたむきに、純 粋 に眼前のことに打ち込

む姿 は凛 々しく、心 を打 ちます。このよう

な 純 真さは 、まさに青 春 時 代 で なけ れ

ば 味 わえないものなのか もし れません。

そして 、何に もまして 、生 徒 が 高 校 時

代 のことを振 り返るたびに、高高が 心 の

拠 り所となり、｢高 高 で学 んで本当に良

か った｣ と感じてもらえるよう 、学 校 全

体 で日々教育 活動を行っています。

同 窓 生 の皆 様 には 、今 後 とも本 校 の

教 育活動 へのご理 解とご支援 をお願い

巾し上げ 、ご挨拶 と致します。

３
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観世流能

楽師下平克宏氏(76期)による、講

話[初心、忘るべからず]と｢高砂｣

の仕舞が行なわれた。

２ 記念式典(13:15 ～14:15)

柴山雄二郎(61期)実行委員会

副委員長による開会の辞に続き、

玲

￥ 甲 岬 ･ r l り ･ r e ･

観世流講話･仕舞 下平克宏氏(76 期)

吹奏楽部員の伴奏に載せて、国歌･校歌の斉唱が行なわれた。

物故者慰言黙祷の後、加藤聡校長(78 期)は｢社会のリーダーとなるべ

く、熱き心と活力を持ち続けてほしいＵ と式辞を述べた。串田紀之(67期)

記念事業実行委員長による挨拶(表紙写真)の後、同窓生代表として富岡

賢治高崎市長(64 期)、続いて岩井均(81期)県議会前議長の順に祝辞が述

べられた。また、生徒を代表して小林悠君(前生徒会長･３年)は高崎高校

の伝統と誇りを胸に、力強く宣誓を行った。

式典の最後にゐ援歌翠鸞を全員で合唱し、亀肝真也(88期)実行委員会

副委員長の閉式の辞をもって、約1時間の記念式典は幕を閉じた。

３ 記念講演会(14:30 ～16:00)

式典の終了 後、寺島実郎氏(一般財団法人口本総合研究所会長)をお招

きし、演題『変動する世 界をどう見抜 く

か～ 高 校生 として 踏 み固 めるべ きこ

と』とした記 念講演会が行 わ れ八寸高

崎 を知り、アジアと向き合い、世 界の中

の日本 を意識 す る地理 感 覚 を身 につ

ける 二とが重 要であ る｣ とい うこ とに

加 えて、｢今 後訪 れる[ 異 次元 の高齢 化

社会]を、若者としてい かに生きるか熟

考してほしい｣ と寺 島氏は訴 えた。

４

寺島実郎氏
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加藤聡校長(78 期)

記念事業実行委員長

串田紀之同窓会長(67 期)

同窓生代表

富岡賢治高崎市長(64 期)

県議会前議長

岩井均氏(81 期)
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私たちは、日ごろ｢ 伝統且 いうものをことさ

そ れほ ど｢伝統且 は私たちの心の中に無 意識も

らに意識することはありません。

根付いているものだと思います。

しかし、この日ばかりは、高崎高校に身を置くものとしての誇らしさや責任を痛

感せずにはいられませんでした。

高崎高校創立120周年の場に居合わせたこ との幸 せをしっ力
り
と胸に刻み込

み、これから乱白崎高校の伝統を守っていきたいと思います。

第117期生徒会長

創立120 周年記念祝賀会

小 林悠

高高同窓会報

会場: 高崎ビュ ーホテ ル

_二

120周年記 念事業祝賀会は、高崎ビューホテ ルにて、同窓生、旧職員、職員232名の参加者で盛大に行 われた。

阿久洋茂(69 期)副 会長の開会の言葉 、串田実 行委員長と加 藤校長の挨拶に続き、来賓として、下村博文(72 期)

元文部科学大臣、橋爪洋介(85 期) 県議、佐藤和徳(57 期)前 同窓会長に祝辞をい ただい た。そ の後、歴代 の校長、同

窓会長、ＰＴＡ会長、同窓会活動功労者 として歴代幹事長と歴代渉外部長が同窓会より表彰を受け た。山本忠順(62

期)T東京同窓会会長の乾杯の音頭で 歓談となり、出席者 たちは全員が皆そ れぞ れの高高話に花を咲かせてい た。

最 後に応援 団による翠樹斉唱があり、天田部功(85 期)翠轡体育会会長の万歳三唱の後、松本裕文(67期馮U会長

の閉会の言葉で閉会となった。時は瞬く間に過ぎ、名優

郎氏に

年11月

よ

よ

昔しくも和やかに120周年記念祝賀会は幕 を閉じた。

創立120周年の記念事業として、バラ園｢指月庭｣の整備が行なわれた。

指月庭は1952年、高崎の芸術文化振興に貢献しか同校ＯＢの故井上房一

り造られ、我が校を象徴する庭園である。庭園の保全のため、2015

り2016年1月にかけて、同窓会出資による土壌の改良を行った。約

700平方メートルの園内にバラ47種140株を新たに植えた。

同窓生有志のボランティア団体、指月庭倶楽部(高根成東会長･71期)や、

在校生のバラ委員らの活動により、創立を祝う今年、色とりどりのバラが見

頃を迎えた。時代が変わっても、在校生と卒業生とを繋ぐ場所は健在だ。

５



高高同窓会報

海外での火力発電所排 煙脱硫装置にて

68 期

｢地球環境｣ から技術・経済・世界を

再構築する時代に

御供 謙 "

株式会社スマート環供制御代表取締役
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1｡はじめに万……… …

近年は､｢ 地球環境｣ の視点から、地球

市民 として社 会をゼロから見直し 再 ス

タート 一再構築することが 問われている。

そ れが 今や急 激なグローバル化や自然

災害大規模化等の渦に巻き込まれて、理

性を見失った人や 国が 国際 秩序へ の逆

流と混 乱を引 き起こしている。｢地 球 環

境｣ を合言 葉 に人類の持 続可 能な開発

発展が望まれる。ここで世 界と日本の環

境対 策について俯瞰してみる。(

注記:以下､文字数の節減のため専門用語･

全額･統計数値等を簡略表現し､出典も省略

するがご容赦ください。)

２.環境対策の推移の概要

約46 億年前に地球誕生とされ、200万年

前石器時代に猿人が石器(道具)を使い

始めた。18世紀に英国から産業革命が始

まった。日本では明治19年から近代化産

業革命が始まり、明治34年足尾銅山鉱毒

事件( 代議士が天皇へ直訴)、昭和20 年

世界大戦で広島･長崎原爆により十数万

人死亡し多数の被爆者が発生(終戦几

年号 日本の出来事 世界の出来事

1948　昭和23 農薬取締法 WHO( 世界保健機関)設立

1958　昭和33 工場排水規制法制定

1962　昭和37 ｢沈 黙の春｣ 出版レ イチ ェ ル･ カーソ ン著

1967　昭和42 公害対策基本法制定｡騒音規制法･振動規制法｡航空機騒音障害防止法

1968　昭和43 大気汚染防止法制定 原子力損害パリ条約発効

1970　昭和45 公害国会14法整備､水質汚濁防止法等制定 ローマクラブ設立｢成艮の限刄人類の危機｣発表､OECD(経済協力開発機構)環境委員会設置

1971　昭徊6 環境庁設置(2001年環境省に昇格) ラムサール(湿地生物保護)条約締結

1972 昭和47 国連人問環境会議（環境初政府間会合）国連環境計画（UNEP ）設立

1973　昭和48 公害健康被害補償法制定(汚染者負担原則･無過失責任主義) ワシントン(絶滅野生動植物国際取引)条約締結､WHO 環境保健基準プログラム創設

1978　昭和53 水質汚濁防止法改正(閉鎖性水域規制) 海洋汚染防止条約(マルポづレ)条約

1979　昭和54 長距離越境大気汚染条約国連欧州経済委員会(UNECE) で採択

1985　昭和60 オゾン層の保護に関するウィーン条約採択

1988　昭和63 オゾン 層保護法( フ ロン規 制)制定 ICPP( 国連気候変動政府間パネル)発足

1989　平成01 ブ ッシュ米大統領 とゴルバチョフ･ソ連書記長(後にノーベル平 和賞)で冷戦終結宣言

1992　平成04 国連地球サミット初気候変動枠組条約採択･生物多楡|生条約･森林原則自然資本宣言、

パーセル(有害物質国境移動規制)条約発効｡南極環境保護条約議定書発効

1993　平成05 環境基本法(公害対策基本法から成 立(産業公害､都市生活型､地球規模も)

1994　平成06 UNDP( 国連開発計画)｢人間の安全保障｣概念報告

1995　平成07 温室効果ガス排出削減策等協議会議第1回(COP1､ ベルリン)以来毎年開催

1997　平成09 京都議定書(気候変動枠組条約温暖化温室効果ガス削減)採択

2000　平成12 循環型社会形成推進基本法制定 生物安全性カルタヘナ議定書採択

2002　平成14 土壌汚染対策法制定 持続可能な開発に関する世界首脳会議(WSSD)

2004　平成16 水俣病最高裁判決(国･熊本県責任) 環境分野(｢ もったい ない｣ を合言 葉で活 動)アフリ カ人女 性史上初 ノーベ ル平 和賞

2007　平成19 ノーベル平和賞ゴア米元副大統卸PCC 授与､TPCC第4次報告(温暖化原因ほぼ人間と断定)

2011　平成23 東日本大震災発生､福島原発事故､放射性物質汚染対処特措法

2013　平成25 ＵＮＥＰ 熊本県水俣市で水俣(水銀規制)条約採択

2014　平成26 IPCC 第5次評価報告(科学的に温暖化21世紀末最大4.8℃上昇八

自然資本連合(NCC) 設立､テロリストがイスラム国宣言

2015　平成27 国連持続可能開発2030アジェンダSDGs 持続可能開発目標(環境も)、

ローマ法王が国連で戦争は環境への攻撃と戒め演説

2016　平成28 パリ協定(温室効果ガス削減史上初先進国途上国同等)を発効

2017　平成29 原発放射性廃棄物地層処分地マップ公表 米国トランプ大統領誕生パリ協定離脱宣言

６



3｡各分野の経緯と今後の展望

環境問題とその対策の範囲は極めて広

く、学際的かつ国際的に対処しなければ

ならない。｢地球環境問題｣ を主に､｢資

源･エネルギー問題｣や｢産業･都市生活

公害｣に犬別して概要を述べる。

3-1.地球環境問題の 経緯と今 後

【世界】地球環境対策は、｢気候変動枠組(

地球温暖化)条約｣ など既に約11の条約

がある。最近、国連持 続可能開発2030 ア

ジェンダＳＤＧＳ(持続可 能開発目標) が採

択され環境･経済･社会は一 体不可分とし

世界を変える基本 項目が挙げられ、この

うち環境項目力斤水計エ ネルギー計生 産

消費計気 候変動 廿 海洋廿生 態系 森 林｣

で、他は[ 貧 困計 飢 餓計 健 康生活 計 教

育計ジェンダー平等 計 雇用 計 インフラ]｢

不 平 等 是 正 耳 安 全 都 市丿 法支 配｣｢

パートナーシップ｣ である。気候変動政

府間パネル(汐ＣＣ)第5 次評価報告 書で

は、科学 的視点から｢温暖化は疑う余地

はない計21 世紀末にＲＣＰ８.5シナリオで

温度上昇最大4.8CC(1986 ～2005 年基準)

可能性｣ と報 告、今後 の対策 として気 温

上昇2 ℃未満目標( 産業革命前比) を掲げ

省エ ネ･再生可能エ ネルギーの導入継続

で異常気象自然災害を減らすとしている。

金融動向は、投 資家サイドのＥＳＧ(環

境社 会企業 統 治) 投 資による資産 規模

が、22兆ドル(2016 年) に拡大 、再生可 能

エ ネルギー導入量 はこの10 年間で2 倍以

上で各国で推 進されている。Ｃ０２排出量

は経済成 長とともに増加したが、近年に

入り、そうとはならず 、デカップリングが

継続されている。ビジネス投 資動向は、気

温上昇2℃シナリオ(2016 ～2050 年) で発

電37 兆ドル･輸送350 兆ドル･ 産業12 兆ド

ル･建物45 兆ドルと試算され、様々な企業

でリスクとするよりもビジネスチャンスとし

て対策が進められている。

【日本】環 境政策 の新たな方向 は 、国 連SDGS

採択を受け｢あらゆる人々の活躍推

進計健康長寿達成計成 長市場地域活 性

科学技術イノベーション計持続可能国土

インフラ整 備耳省再生可能エ ネルギー気

候変動対策循環型社会計生物多 様森 林

海洋 環境 保全 計平 和安 全 安心 社 会実

現｣｢SDGS 実施推 進体 制手段｣ を規 定。

地球温暖化はパリ協定を締結して、温室

効果ガス排出削 減目標を2030 年度26 ％(2013

年度比) 、2050 年度には80 ％を設

定した。従来の取組では実現不可能なの

で抜本的なイノベーションと国民の知恵

が必要である。

3-2. 資源・エネルギこ問題の経緯と今後

【世 界】天然資源の偏在と枯渇に 近年の

国際社 会は、特にエネルギー資源に翻弄

されている。欧什|(ＥＵ)は福島原発事故 で

ドイツ等が原発を停止させ、またロシアか

らの天然ガス供給不安が生じ今 後は再生

可 能エ ネルギー割合を50 ％に拡大すると

見込まれる。米 国はオバマ政権で従来の

石炭発電を規 制強化し、シェールガス革

命でＣ０２発生が 少ない天然 ガス発電 を

推 進したが 、トランプ政権ではＣ０２発生

への規制緩和が予想される。中国は石炭

火力による大気汚染が深 刻で今 後は天

然ガス火力も増え再生可 能エ ネルギーも

拡大される。世界の再生可能エ ネルギー

導入量は、この5年間で風力･ 太陽光発電

が 拡大され投 資 額は火力発電 を才l回っ

ているとされる。

【口本】福烏原発事故までは原発を50％位

まで増強する勢いが､東日本大震 災の福

島原発事故 でエ ネルギー政 策の転換に

苫慮し、2030年温室効果 ガス削減目標を

勘案して、エ ネルギーミックス(電源構成)

方針を策 定した。まず安全性を前提とし、

安定供給(エ ネルギー安全保障)･ 経済性(

コスト)･ 環境 適合性( 温暖化対 策) の

視 点 から、発電総 量診 合を｢ 原 発20 ～22

％且 再 生可 能エ ネルギー 発電22 ～24

％｣｢ 火力 発電56 ％｣、再生可 能エ ネル

ギー発電は水力･ 太陽光･風力･ バイオマ

ス･地熱を活用する。

4｡ 雑感とエピソード ……… … ∧…… …

産業 一都市生活公害は､世界では、1873

～1992 年英国等9 力国で大気汚染･ 有害

化学物質汚染で死 者･被害者等 発生。原

発での放射性物質等事故は、1945年米国

をはじめソ連他18 力国科学技術先進国で

も発生し、原発放射 性廃棄物対策は永年

の難題でフィンランド等で処分場立地点

の選定が 進められている。日本でもやむ

なく原発放射 性廃棄物地層 処分地マッ

プ を公 表したところであ る。化学 物質対

策は、ＵＮＥＰで｢ 国際的化学物質管 理戦

略アプローチ｢ＳＡＩＣＭ:2006 年採択｣ の

承認 をけじめ、ＥＵ･ＯＥＣＤで広く進めら

れ目本も追随している。2017年には水銀

水俣条約締約国会議が開催される。

高高同窓会報

日本では、明治から昭和にかけて環境

汚染 が進 みいわゆる四大公害 病等が 発

生。昭和42 年｢ 公害対策 基 本法｣ を制定

し、その後平成5 年｢ 環境 基本法｣ を制定

し、国･地方自治体･事業者のみならず国

民も一体となって着実に環境対策を進め

ている。

私は大学 卒業 研究を東京都 環境科学

研究所 で行い 環境技術 開発専 門のベン

チャー 企業に就職し昭和49 年から環境

対 策分野の仕事に就いた。当時の 企業経

営 者達は 、明治 生まれ満 鉄 帰りの肝が

座った人もいて行政と工場 の問に入り、

新技術 開 発で 産業公害 問題を解決する

意気込 みであり、産官学 の協力を得られ

日本全 体の産業 公害問題を見 事に沈静

化しＯＥＣＤ等国際的にも称 賛された。国

内が一巡した後はアジアの政 府や工場に

対して経産省･ 環 境 省･外 務省･ＪＯＤＣ･

ＮＥＤＯ･ＷＲＰＣりＥＴＲＯ･JICA を中心に

環境対 策技術 移転啓蒙を行い、品格 のあ

る優秀な口本人達と信頼を得られつつあ

る。因みに私が研 究開発したバイオ脱臭

技術 も、日本産業 機械工業会会長賞等を

受 賞して普及の草分けとなり、環 境技術

分野の一ジャンルとなり、そのレベルは諸

外国の米 国よりも先 進とされた。平田正

先 輩の バイオ先 進の協和発酵工 業 殿に

も納入したﾉ 削 頼先輩･ 中曽根先輩･ 福川

先 輩が貢 献された韓国の世 界最大級製

鉄所ＰＯＳＣＯには 、後に 私も環境 技術 者

として訪問し迎賓館にも宿泊した。

環境 対策は、今や人の目測で判別でき

ない ミクロ･ ナノの超微 細物 質に対し幾

多の種類･条件の複合作用について考察

を要し、同時に科学技術･社会経済･文化

宗教等 を地 球規模で国際的に解 決せ ね

ばならず 、正にビッグデータを駆使するメ

ガサイェンスである。幸い 、人工知 能･コ

ンピュータ･ロボットの 発展が著しく活用

が 期待 できる。しかし、中立の国境なき医

師団でさえ戦火 に襲 われ犠 牲者が 出て

いる。また、世界三大 宗教の代表格のロー

マ法王が 戦争は環境への攻撃と国 連で

演説したように、再び人間による環境破

壊 の脅威 加増大している。一 国の利 害に

猪突猛 進することなく、地球 市民の一人

として、冷静沈 着に持続可 能な国際社会

づくりに貢献していくことが 肝要である。

７
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森田公一の有名な昨 年以上) 曲｢青春 時代｣ の中で｢青

春時代 の真 ん中は胸に斡 射すことばか引と歌っております

が、私の青春時代｢ 高高 時代｣ は｢毎日楽し こヽとばか明 で

し た 。

昭 和31 年 入 学 、昭 和34 年 卒 業 、16歳 から18 歳 の青春 前

期を過ごしました丿 バックトゥーザフューチャー止 いう映 画 が

あり、その中でおんぼろ自動 車 で過 去 の 世 界を訪 れることが

出 来ましたが 、このように 過去 に行けたらどの 時 代に戻りたい

かと尋ねられたら私は躊 躇 無く高高 時 代を希 望します 。

昭 和30 年 代 の 初め 、敗 戦から10 年 程 です 。若 さとエ ネル

ギ ーは十 分 過ぎる程ありましたが 食い物 無 い 、洒落 た服 無

い 、彼 女もいない 、テレビもなく、映 画 、喫 茶 店 禁 止 でした。た

だし20 年 代と違 い 質 的なことを言 わなけ れば 量 は確 保され

ていました。今 の 高 高 でも同じと思 います が 、先 弁(3 時 間目

の休 み時 間に弁 当を 食べること)をし、昼は パンを買っており

ました。

学 校 へ はしばしば朴 歯 で登 校しておりました。私 は7 キロ

程を自転 車 で通 学していましたが 、高 下 駄を履 いてペダルを

こぐのは大 変 で結 構 苫 労しました。また当 時 の自転 車 は変 速

機もなく学 校 まで30 分 以 上 か かりましたが 、夏 冬 同じ時 間に

家を出ていたので上 州 名 物 の空っ風 のため 、遅刻 の常 習犯

で校 内 での取り締まりで 常 に引っか かり、母 親 がしばしば 呼

び出されました。

三 年 間での 一 番 の思 い出 は 開校60 周 年 の記 念式 典 で

様 々なイベントがありました。この 時に 新しい 校 歌 、校 章も決

まったと記 憶しております 。校 章は同 期 の小 島君 が 案を、24

期 の古 井 戸 氏 が 纏 め、レイモント氏 が 加 筆したと聞 きました(

現 校 章 は2008 年 、58期 の大 本紀 元 氏 にリデザ イン依 頼) 。

この 時に生 徒 側にも実 行 委 員が 選ば れ、何 故 か 私も当 時 二

年 生 でしたが 委 員 に選ば れました。委 員 長 は当 時 柔 道 部の

８

前群馬県医師会会長･ 月岡内科医院院長

月岡 関夫

部長をしていた石 井さんで 、この方 は後 に榛 名町 町 長になら

れ、しばしばお 会い する機 会 がありました丿jl々なことが ありま

したが 、一 番 印 象 に残っているのは提 灯 行列 で 夜 、練り歩き

ました。その時 先 頭 で竿 に提 灯 を付 け 、棒 で持っていました

が 、その写真 は残っている様で先日どこか で見ました。帰って

からファイアストームで大 い に盛り上 がり、その 後 実 行 委 員の

反 省 会兼 慰労 会ということで 食べ たり飲んだりしていたの で

すが 、誰 か が赤 玉 ポートワインを持ち込 み甘く飲 み易いの で

大 部 飲 み大 騒ぎをしてい たら、先 生 に見つかり大目玉 を食い

ました二 れなども今 になっては楽しい思い出 です 。

58期同窓会にて／写真右･幼稚園から一緒の大木紀元君

(前同窓会副会長)／中･若山亨君(前同窓会幹事長)

H29. ４月 甘 楽町さく らマ ラソ ンにて
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馬 県 の仏
喘匁昧巻物奇啼句巾喘鳴，吼I吊恥辱迦･娶４Ｑ･喩吸皿叩喩叫岫吸皿晦鱗啼堵偽物奏効物価－嘸･奪秘秘喘暗喩邨寿命硲吻魯仙郷勿６俗魯雛魯噺魯φ皿年も勅姫囁啼嘱

奈良教育大学教授

山岸 公基

仏 像 彫 刻 の 歴 史を 解 明しつ つ 、美 術 の 歴 史を講じると

いった、一 般 にあまりなじみのないことを職業としており、郷 里

群 馬 県 の、特に 国指 定 重 要 文 化 財 の 仏 像 は、統 計 的に面

白い 化 いうか 、日本 国内 では珍しい 辻 思 います 。現 在 群 馬

県 に所 在する国 指 定 重 要文 化 財 の 彫 刻( 仏 像) は 、前 橋

市善 勝寺 の 鉄 造 阿 弥 陀 如 来坐 像 、渋 川 市不 動 寺 の石 造

不 動 明 王 立 像 、桐 生 市 青蓮 寺 の 銅 造 阿 弥 陀 如 来 及 両 脇

侍 立 像 の3 件 です 輿7 都 道 府 県 の中 では、鹿 児 島県･ 沖 縄

県 のO 件 、北 海 道･ 秋 田 県 の1 件 、青 森 県 の2 件 に次 ぎ、42

位という少 なさです 。

仏像に興 味 をお持ちの方なら、国宝･ 重 要 文 化 財 の彫刻

の8 割 以 上 は平 安･ 鎌 倉 時 代 の 作 で 、か つ平 安 時 代 以 降

日本の彫 刻 は木 彫 が 主 流 になったことを御 存 知 でしょう。北

海道 の1 件 、青 森 県 の2 件 、群 馬 県に 次い で少 ない宮 崎 県

でも、4件 中3 件 は木 造 です 。群 馬 県 の 国指 定 重 要 文化 財

の 仏 像 は、件 数 の少 なさもさることながら、木 造 彫 刻 が 無く

鉄 造･ 石 造･ 銅 造 であるところ が 変 わっています 。平 安 時

代･ 長元3 年(1030) 頃の『上 野国 交 替 実 録 帳 』を読むと、上

野 国分 寺 や弘 輪寺･ 慈 広 寺といった寺 院に、ところどころ破

損しながらも巨 像 が 林立してい たことが わかり、現 在 の群 馬

県 域 にあった 仏 像 は 決して少 なくなかったことが 知られま

す 。同 様 に国 指 定 重 要 文 化 財が 少 ない 鹿児 島 県･ 宮 崎 県(

特に南 部) では幕 末･ 明 治 初 期 の 神 仏 分 離･ 廃 仏毀 釈で

の破 壊 が 激 甚 だったし、沖 縄 県 は旧 国 郡 制 に 組 み込 まれ

ていませ んでした。群 馬 県 の 国指 定 重 要 文 化 財 の 仏像 彫

刻 の少なさ、素材 の特 異さは 何に起 因するのでしょうか?

推 測 の域 を出ないの ですが 、その 原 因は 県 内 に有 力 な

戦 国 大 名 が 育 たず 、特 に高 崎 を含 む県 西 部 が 武 口]氏･ 上

杉 氏･ 北 条 氏 の三 つ 巴 の争 覇 の 草 刈 り場 となった16 世 紀

後 半 にあるのではない か 、と私 は 考えています 。茅 葺など植

物 質の 屋 根を持 つ寺 堂 は合 戦に際して放 火されやすく(群

馬 県 内には中 世 建築 も数えるほどしかありませ ん) 、仏 像 彫

刻も焼亡した木 造 建 築と運 命を共 にするケースが 多 かった

のではない かと想 像しています 。

実 は 鉄 造･ 石 造･ 銅 造という群 馬 県 の 国 指 定 重 要 文 化

財 彫刻 の素 材 は、隣 国の 韓 国 で 国宝･ 宝 物( ≒日本 の重 要

文 化 財) に指 定されている彫刻 の主な素 材と近 似しており、

不 思 議な暗 合 を感じます 。韓 Ｏ 朝 鮮) 半 島は中 国と日本と

の 間 にあって、中･ 近 世 に限って机3 世 紀 前半 ～14 世 紀 半

ば 過ぎにか けて高 麗 が モンゴル( 元) に 抗 戦した後 占 領 統

治され 、高 麗 を継 承した朝 鮮 王 朝( 李 氏 朝 鮮) は1592 ～3

年 にか け ての 文 禄 の 役( 韓 国 で は 壬 辰 倭 乱 と呼 ば れま

す) 、1597～8 年 にかけての 慶 長 の役( 丁 酉 倭 乱と呼ば れま

す) の二 度 の口本 からの侵 攻を経 験し、可 燃 素 材 である木

造の 彫刻 は、災害･ 失 火 以 外にもこれらの 戦 乱や 朝 鮮 王 朝

の排 仏政 策 の 間に多くが 失 われたのでしょう。私か 学 生 だっ

た30 年 ほど前(13 年7 か 月も学 生 だったの でサ バは 読んで

いませ ん) 、韓 国 全 体 でも国 宝･ 宝 物 の木 造 彫 刻 は指 折 り

数えるほどしか知られておらず 、前段 の憶 測をするようになっ

たのもその 頃からでした。

ところでその 後 韓 国 では 、慶 尚 南 道 侠川 海 印 寺 の希 朗

大 師坐 像(10 世 紀) のように、古 い 木 造 彫 刻 が 実 は 遺され

ていたことが 次 第に知られるようになりました。日本でもそうで

すが 韓 国 では古 像 を彩 色しなおす 、場 合 によっては 塑 上 を

盛り上 げて彫 塑しなお すことが 多く、後 補 部を取り除くことで

古 い木 彫 が 現 在 進 行 形 で知 られるようになってきているの

です 。郷里 群 馬 にも実 は 国 指 定 重 要 文 化 財 に値 する木 造

彫 刻 が 人 知 れずどこか に秘 祀されているのではないでしょう

か? 思 い 当 たる仏 像 哨 像･ 神 像 でも)が おありの方 は是 非

ご 一 報ください 。お待 ちしています 。

９
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｢ いらっしゃい ませ ー｣

高 校 時 代 に 通ったラーメン屋 の人 口 で 耳 にする独 特な

語尾 の上 がるイントネーション。優しそうなお 袋さんと、無し｣で

頑 固そうな親 父さんの二 人で 切り盛りする小 さなお店 。高 高

生 なら一 度は 聞い たことがあるであろう、肉 みそラーメンの｢

東 竜｣ だ。

部 活の 帰りや昼 休 みに抜 け出し街中まで 食べ に行ったボ

リューム満 点の味噌ラーメン。キャベツと豚肉を炒 めたにん

にくと辛味の効いた味 噌ベースの飴か薄正 油 味のスープ

と、細めで喉越しの良い麺の上にたっぷりとかかっている。

最初の一目目はあっさりとしたダシの効いた正油と味噌のあ

いだのような風味。食べ 進めると味噌 の飴がスープに溶け

出し、最 後は濃厚でコクのある味に変わる。キャベツの甘さ

と豆板醤 の辛さ、にんにくの香り、食べ盛りの学生にとっては

大盛りも容 易く完食である。麺を食べ 終え満腹、ごちそうさま

と心の中でつぶやき帰ろうと思うのだが、残っているスープに

ついつい手が延びまた飲んでしまう。不思議な味、青春の一

品、肉みそラプメン。

そんな週 に一 度 以 上 は 東 竜 に 通ってい た 、私の 高 校 三

年 間は終 わり、東 京 での生 活 が 始まった。

バブ ル最 盛 期 の東 京 は華 やか で 、見 るものす べ てが 輝

いているように思 えた。だが 、目標も無く、只 々束 京という巨 大

な潮 流に流される日々を送ってい た私 にとって 、コンクリート

ジャングルのビル 風に 吹 か れながらも、ふと頭 によぎる事 が

あった。F

肉 みそ、食 べたい …］

そう、東 竜 の 肉 みそラーメンが 脳 内 に浮 かぶ のである。欲

求を抑 え切 れなくなった私 は、高 崎 線 のアーバンに飛 び乗り

帰 省した。

高 崎 駅 に着くと実 家 に 帰 るまでもなく、慈 光 通りを 徒 歩

で 東 竜 へ 向 かう、久し ぶりに 聞く独 特 なイントネーションの10

ド 呵

［
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岩田 一秀

｢ いらっしゃいませー｣が心に響く。親父さんの振る中華鍋の

カチンコチンという音 が故 郷にいる事を実 感させてくれた。

高校時代は当たり前 だった一杯 が特別で崇高な一杯に感

じた。食べ終えて店を出ると、なんだか心も体も元 気になって

鋭気が脹ってくる。将 来の定まらなかった私に明確な目標が

見つかった瞬間だった。｢

東竜のようなお店を出したいＵ

そう心の中に決めた私は東京へ戻り、料理人の世 界へと

足を踏み入 れた。約 十年 間、洋食を中心に修行し、1999年

故 郷高崎にスパゲテイー専科はらっぱをオープンした。

店のコンセプトは｢ラーメン屋のようなパスタ食堂｣ 内装も

東竜に似せたカウンターとテーブル3 卓の小さなお店だ。看

板メニューは赤唐辛 子とにんにくのトマトソース。足 元にも及

ばないけ れど、東竜 の肉みそみたいな元 気の出る、美 味し

いだけじゃなく記憶に残るメニューを生 み出したいとの思い

を込めた。2015

年12 月、惜しまれつつも東竜は閉店してしまったが、

私の記憶の中にはずっと[肉みそラーメン]の味は残ってい

る。

いつか東竜 のような存 在になれるよう、故郷高崎 の食文
イ

ﾋに貢献し続けたい。

追記

この寄稿を書き終えた2017 年8 月5口の2日後の8月7口に東

竜の店主がお亡くなりになりました。

東竜が残してくれた記憶の昧は我 々の心 の中に永遠に続く

と思います。

故 人の御冥福を心よりお祈り申し上げます。
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8月のある夜、教員をしている同級生 から携帯にメールが

入っていた。珍しいなと思って開くと、同 窓会報へ の寄稿の

依頼だった。

正直なところ、300人からい

な原稿を書くのに相応しい天はたくさんいるのでは ？とも考

えたが、同級生 からの折 角のご指 名でもあるし、｢私でよけ

れば｣ということ万引き受けさせていただいた。

私は1996( 平成8) 年に高崎市立中尾中学校から高高に

入学した。(と書いて、現役の高校生が当 時まだ生まれてい

ないことに気づき改めて時の流 れを実感している。)

高 校 時代 、対 人 関係 の 幅は広くはなかった。それでも、今

も交 流を続 けてくださる恩 師 、友 人が 少なからずい て、嬉しく

思っている。だから今 回はそういった 人 間 関 係を話 題としたV

稲3

年 生 時 のクラスは9 組 たった言 当 時 は1 学 年 に9 クラス

あった。)担 任は 、吉 井 高 校 の 校 長 を務 めて今 は 退 官され

ている関 根 正 史先 生 。世 界 史の 教 員 であり、歴 史を面 でと

らえることを教えてくださった方 である。また進 路 部 長 であり、

大 学 受 験 の際 には大 変なお 世話 をか け た。3年 時 、毎 朝1

時 間早く登 校し( 赤 本などの 受 験 用 書 籍 が 揃ってい た) 進

路 指 導 室 で自習をしてから授 業 に臨 むのを口課としてい た。

その私のため( だけではないとしても)毎 朝 進路 指 導 室を開

けてい てくださったことには感 謝 が 尽きない 。今 も毎 年1 月2日

は3 年9 組 の有 志 が 新 年 会を開 いて 関 根 先 生 を囲 んでい

る。

東 京 で仕 事をしてい たとき、↓年 間 だけ 同 クラスだったＨ

君と2人で 、新橋 で 飲んだ。高 校 の時 は仲良くも悪くもなく、ほ

とんど会 話を交 わしてもいない のに、当 時 の 同 級生 たちのこ

と、先 生 方 のこと、色 々な話 で話 題が 尽きなかった。不 思 議

だったこ れなら、高 校の 時からもっと仲良くしてい ればよかっ

たと2人 で笑った。

小･ 中と一 緒にボーイスカウトに所 属し 、中学 は|司じ剣 道 部

雑 感

98
ノ

喩帰験匈栄皿･皿み必兪吸な鶯蜘憾丿町卜一ぢ鵠卜恥曝卜怜･乱喉叫旁」さ晦命趣心恥吟咎匁喘皿働喫･娶４衛勁弗匈命皿･φ兪々φ命命春為ぎ路老･兪婆の々～茜

群馬大学職員

植原 康

だったＴ君 は、一 緒 に高 高 に進 学した。30年 の 付き合い。親

友 中の 親 友 。3年 時 の定 期 戦 は、彼 が実 行 委 員 長 、私か 玉

入 れ班チ ーフだった。我 列 ことって最 後 の定 期 戦 は高 高 の

敗北 に終 わり、彼と私を含めた複 数 の 実 行 委 員 が 丸 坊 主と

なり、直 後に撮 影 のあった卒 業 アルバムの写 真 に丸 刈り姿を

とどめることとなった。卒 業して別 の大 学 に進学した後 、そし

て就 職 後も引 き続き仲 良くさせ てもらい 、互 いに東 京 で働 い

ていた5 年 前 には 、同じように 定 期 戦 で頭を丸め たＹ君も交

えて3 人 で毎 月のように新 橋･ 日本 橋あ たりで飲 んでい た。

つい2 ヵ月ほど前 のある金 曜 口、韓 国 に駐 在しているはず

の彼 から携帯 に電 話 があった。中 国に異 動 が 決まったから、

ビザ 発 給まで高 崎 にいると。そ の口、高 崎 高 島 屋 のビアガー

デンで 、2人の 共 通 の友 人も交えて飲 んだ。帰 路 、金 曜 夜 の

高 崎 の街 中をどちらからともなく肩を組 み高 高 の校 歌を高 唱

しながら歩 い た。その姿 を冷 静 に 振り返 れば いい 歳 になって

高 高 関 係 者 に申し訳 ないし、あの 光 景 を苦 笑しながら見て

いたＯＢもいらっしゃったかもしれないが 、あ の時 はそんなこと

はどうでもよかった。社 会 人の 体 面もなく、2人の30 代 半 ばの

男は高 崎 の 街中 で川代 の 高 高生 に戻ってい た。3

年 前の 年 末 、突 然 、実 行委 員 で一 緒 だった1 学 年 下 の

Ｍ 君 からＦａｃｅｂｏｏｋで 連 絡 が 入り、当 時 高 高 生 御 用 達 たっ

た( 今でもそうなの だろうか 白 プランタンに行くことになった。

彼は北 海道 の 大 学を卒 業 後 、北 海 道に留 まり偶然 にも私と

同じ業 界で勤 めているとのことだった。当 時とあまり変 わらな

いプランタンで 、当 時 より年 は だいぶ 重 ねた男2 人 で近 況を

報 告しあった。その足 で日曜 の 閑散とした高 高 を訪 れ、当 時

を語りながら校 内を歩い た。(関 係 者 の皆 様 には無 断 立 入

をご 容 赦ください。)

恩 師 、同 窓生とのつながりについて書くにはまだまだ紙面

が 足りない 。今まだこれ だけ 人との 関 係を持てているというこ

とは 、やはり自分 は恵まれてい たのだと思う。
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78 期

一期一会

～総合商社での30数年～

三井物産株式会社 リスクマネジ メ

振り返って みると、新 入 社 員 だった 頃から30 数 年 が 過 ぎ

去り、世 界中の 様々な人･ 案 件との一 期 一 会を繰り返してき

ました。これまでを振り返 りながら、私 の仕 事 について書きた

いと思います。

因果 な 仕 事1984

年 に三 井物 産に入 社し 、縁 があ 肝 審 査 部｣ に配 属

されました。“商 社マノ といえば 海外 で活 躍 する華 やかなイ

メージがありましたが 、審 査 部は取 引 先 の 与 信 審 査 や 担 保

取 付 けを担 当し 、倒 産や 信 用 不 安 が 起きた際 には 債 権 回

収 のため交 渉 する部 署で 、白分か 入 社 前 にイメージしてい

た商 社 の仕 事とは 人 分 違う業 務でした。入 社3 年 目には 大

阪支 店 審 査 部 に異 動となり、5年 間多くの倒 産案 件に 遭 遇

しました。今 から30 年 前 には 、企業 が 倒 産すると反 社 会 的

勢 力 が 介 入してくることもあり(現 在はもうビジネスにならない

とみえ、そうしたことはありません) 、もちろん弁 護士と良く相 談

した上 で 、占拠されているらしい 工 場を恐 る恐る見に 行った

こともありました丿 この 件 からは千を引 いた方 が良 い のでは

ない です か｣ という趣 旨の 電 話 が か かってきたこともありまし

た辻 ゔやって 私の 電 話 番 号を知 ったの でしょうか 万曼㈲ の｢

ナニワ金 融 道｣ のような世 界でした。

子 供 が 生まれ九日の 夜も、営 業 の担 当 者に懇 願され 、夜

中まで樵 悴しきっと 取 引 先 の 社 長と担 保 交 渉 をし、その場

で担 保 契約 を手 書 きで作 成 、ハンコが ないというので栂 印を

押してもらいました。子 供 が生まれためでたい目に 、因果 な仕

事でした。

地球の裏側で

大 阪支店勤務 の後は、地球の裏側、ブラジル･サンパウ

ロでの研 修(1 年) が待っていました。3ヵ月の語学( ポルトガ12

全 滞

ント部部長

赴 弘

ル 語) 学 校 通 い の 後 、言 葉 も た ど た ど し い ま ま 、地 元 の 会 計

事 務 所 で 、た だ 一 人 の 日 本 人 とし て 実 務 研 修 を し まし た 。会

計 事 務 所 で は 、大 学 を 出 た ば か り の 若 い ブ ラ ジ ル の 会 計 士

が 集 まっ た 大 部 屋 で 研 修 をし まし た 。そ の 時 、若 い 会 計 士 の

一一人 か ら 聞 い た 話 か 印 象 に 残 っ て い ま す 。彼 は 通 称 Ｕ ＳＰ(

ウ ス ピ ＝Ｕｎｉｖｅｒsｉｄａｄｅ ｄｅ Ｓａｏ Ｐａｕlo 、サ ン パ ウ ロ 大 学) 出

身 の エ リ ートで し た 。そ の 彼 が 言 う に は｢ 私 は 日 本 人 を 尊 敬 し

て い る 。な ぜ な ら とて も 教 育 熱 心 で 、USP の 入 学 者 も3 割 くら

い 日 系 人 が 占 め て い る 止 の こ と 。1900 年 代 の 初 め に 笠 戸 丸

で 口 本 か ら 地 球 の 裏 側 に 移 住 し て 来 た 人 た ち が 、農 園 で 苦

労 し な が ら 大 切 に 子 供 を 育 て 、世 代 を 重 ね 、ブ ラ ジ ル で ト ップ

の 大 学 に 相 当 程 度 の 人 数 が 入 学 す る ま で に な っ て い る こ

と 、そ し て ブ ラ ジ ル 人 か ら 尊 敬 さ れ て い る こ と
、そ れ を 聞 い た

時 、と て も嬉 し く口 本 人 とし て の 誇 りを 感 じ まし た
。私 も 頑 張 ら

な い と 、と 気 合 が 入 っ た 瞬 間 で し た 。

研 修 後 半 は 介 護 士 事 務 所 で の 研 修 で し た ノ タリ ア 系 で

と に か く明 る い パ チ とい う 弁 護 士 に 可 愛 か っ て もら い まし 仁

あ る 時 、パ チ さ ん か ら｢ お 前 は 目 本 の ど こ 出 身 だ?｣ と 聞 か れ
、｢

グ ン マ 止 答 え た ら 、そ の 語 感 が 気 に い っ た の か 、そ れ か ら

私 の 愛 称 が｢ グ ン マ｣ に な りまし た 。週 末 は
、パ チ さ ん 所 有 の

サ ン パ ウ ロ 郊 外 の 農 園 に 行 っ て 、馬 車 で 広 大 な 農 園 を 周 り

まし た 。農 園 の は る か 先 の 地 平 線 に 沈 ん で い く夕 日 と
、夜 に

見 た 蛍 の 光 の 美 し さ は 今 で もよ く覚 え て い ま す 。ブ ラ ジ ル は

蛍 の 光 も 人 きい の で す 。

ラ米( ラテンアメリカ)案件三 昧の時代1

年 間のブラジルでの研 修はあっという問に終 わり、1993

年に目本に帰国した後、4年 問のニューヨー久駐在を含め、

その後の約10 年 弱はラテンアメリカ、通称“ラ米(らべいド

関連の仕事中心になりました。社内で立ち上がったばかりの



ｶﾝﾄﾘｰﾘｽｸ 委 員 会 事 務 局のラ米 担 当となり、日本から、そ

して1998 年 からはニューヨークから、ラ米 諸 国 巡りが 続きまし

た。現 在では 南 半 球 最 大 の石 油 採 掘 会 社となってい る｢ペ

トロブラス｣も、当 時 はまだ規 模 が 小 さく、リオの 本 社 に業 態

調 査 のため 何 度も出向 きました。ベ ネズエ ラのカントリーリス

ク調 査のため、米 国の 国 際 金融 協 会ITF ミッションに同 道し

たこともありました。1週 間以 上 、財 務 省等と面 談 、その 調 査･

分 析手 法 は大 変 参 考になりました。また、あるベ ネズエ ラ企

業 へ の投 資を検 討した際 のことも記 憶 に残ってい ます 。結

果 的に投 資 参 画は 断 念しましたが 、三 井 物 産が2 週 間 、じっ

くり時 間をかけて現 場 調 査を行った 一 方 、同 様に 参画 を検

討していた韓 国 企業 は 、現 場 滞 在 時 間 はほんの30 分 程 度

でした。担 当 者は｢ 三 井 が 参画 するならうちも参 画 するという

のが 当社トップの方 針 です 止 言っていました。当 時 、韓 国 企

業 はトップダウン色が 強いと言 われていましたが 、それが 事

実だと実 感した瞬 問 でした。

プロジェクトファイ ナン スとい う仕 事2008

年 から2 年 間 、財 務系 のプロジェクトファイナンス(以

下プロファイ)の 仕 事を担 当しました。中でも一 番大 きな仕 事

は、サ ハリンＨプロジェクト巾 シアのガスプロム、シェル、三 菱

商 事 、三 井物 産が 出 資 する2兆 円規 模 の石 油･ 天 然ガス開

発プロジェクト)のプロファイ組 成 の クロージンダでした。プロ

ジェクト全 体としては20 年 、プロファイとしても足 掛け 約10 年

間をかけた53 億 米ドル(約6000 億 円) 規 模 のプロファイ契 約

で、三 菱 商 事と協 調して動 き、日本のJBlC( 国際 協力 銀 行)

を中 核 に国 際 市 中 銀 行 団と締 結しました。サ ハリン且プロ

ジェクトは 、1980年 代 後 半 から取 組 が 開始 されましたが 、ソ

ビエト連邦 の 崩壊 に加 え参 加 企 業も二 転 三 転し、度重 なる

困難 に見 舞 われていました。漸くプロジェクトが 軌 道 に乗っ

たと思 われた2006 年 、ロシア政 府 が 環 境 破 壊 を理 由 に工

事 停止 命令 を発表しました。それに嫌 気 を差した有力 欧 米

銀 行がプ ロファイ参画 から相 次ぎ撤 退 、最 後 は口の丸 が 頼

りでしたブ ロージンクに向 けた数力月はJBlC･ 参 加銀 行( 特

に邦 銀) に日参し 、漸く2008 年6 月にプロファイの契 約 調 印 式

を設 定しました。ただ、最 後 の最 後にJBTC との契 約 締 結に

は当 時 の福 田 康 夫 首 相( これも何 かのご禄 なのでしょうか)

の事 前ご 承 認 が 必 要ということとなり、なんとか 調 印 式 当日

の早 朝に 漸く福 田さんのご 承 認 を頂き、ぎりぎり調 印 に 間に

合うというまさに綱 渡りの状 態 でした。その 後9 月にはリーマン

ショックがありましたので 、調 印 式 が 延 期となってい たらこの

プロファイ契 約 は締 結できなかったかもしれませ ん。今 思 い

出しても、冷や汗 の出るような思 い出 です 。

高高同窓会報

そ の後 ～現 在

その 後2010 年 から3 年 間 シンガポールに駐 在し、アジア･

オーストラリアの 案 件 の与 信や 事 業 管 理を担 当し 、続 い て2013

年 から2 年 間 、ロンドンで 欧州･ 中 東･ アフリカ地 域 本 部

のＣＦＯ(最 高 財 務 責 任 者 壮 して勤 務しました。結果 、海 外

駐 在 期 間 はブ ラジルを含 め通 算10 年となり、出 張 で訪 問し

た国 は50 力国 以 上となりました。そして、現 在は東 京 の 本社

でリスクマ ネジメント部の 部 長として、与 信･ カントリーリスクの

統括 に加え、為 替 や商 品 価 格 の変動リスクの統括 、リスク資

産の計 量 化･ 分 析 、重 要案 件 の審 議メンバーにもなっていま

す。会議も多く、毎 口あっという間に時 間 が 過ぎていきますこ

れまでの経 験 を案 件 組 成 やリスク削 減 に少しでも活 か せ た

らと思 いながら什 事 をしています 。また、これまで英 語 には苦

労して来ました。もう少し高 高 時 代 に勉 強しておけば 良 かっ

たと思っています 。特 にヒアリングが重 要 だと思います 。

最 後になりましたが、これまで高高の先輩･ 同期･ 後輩 の

多くの方 々に大変お世話になって来ました。特に 大先 輩で

ある清屎 勝 久弁 護士(60 期 川こは、入 社以 来、本年8 月ま

で、三井物 産の顧問弁護士として、債権 回収 対応、種々コ

ンプライアンス対応等で大変お世話になりました。この場をお

借りして、厚く御礼 申し上げます。

ブ ラ ジル 研修時代(93 年４月)

ヴェネズエうのカントリーリスク調査(96年頃)
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当法 人の設立当初の基本 財産となった基 金はすべて

群馬県立高崎高等学校同窓会が寄付したものである。1981

年(S56 年) 高崎高 校硬式野 球部が 第53 回選抜

高等学校野球入 会に出場することになった際、特別後援

会( 会長 小 山禧 一) が結成され、募金活動が行われ1 億500

万円余の浄財が集められた。その残 余金の一部3 千

万円か同窓会に寄託された。同窓会ではこの資金の適正

管理のため｢財団 法人翠槨育英 会(理事 長 原一雄)｣ を

設立し、奨学 資金 けj額1:万円)の無 償給付とクラブ活動

振興のための基金とした。

以 来 本会は財団の基本 財 産の利 息の果実と同窓生

及び篤志家の寄付で賄われ、2013年( 平成25 年)4 月には

法改正によ肝 公益財団法 人翠 柳育英会見 して新たに発

足した。平 成29 年7 月末日現 在の奨学 金位付を受け九牛

徒の総数は133 名、支給総 額は38,250万円に及んでいる。

田29 石現 在)

《お願い》

平素より翠営育英会にご理解ご協力をいただいており深

くお礼を申し上げます。

現今の経済状況を鑑みれば奨学金を希望する生徒が増

加する傾向が予測されます。同 窓生諸兄にはこうした事情

をご理 解の上、本育英会に浄財をお寄せ下さい。是非とも

後輩達の修学を後押しして下されば幸いです。今後益々の

ご協力をよろしくお願い致します。｢

公益財団法人翠営育英会｣ 理事長 串田 紀之

一 一

平成28年度｢公益財団法人 翠轡育英会｣決算書

■収入

正味財産(基金)運用益

寄付金

雑収入

合 計

■支出

事務費

管理費

合計

奨学金

学校教育補助

委託料

通信運搬費

旅費交通費

支払手数料

雑費

通信運搬費

消耗品費

支払手数料

雑費

(単位･ 円)

9,397

2,516,225

38

2,525,660

1,800,000

270,000

300,000

77,156

3,525

214,913

29,057

７,134

2,030

2,600

12,559

2,718,97 ４

2,525,660 －2,718,974 ＝△193,314 げ 味財産より減額）

・ 正味財産 （基金）

＊当期首残高

＊当期増減高

＊当期末残高

一

Ｉ

51,806,486

△193,314

51,613,172

上記決卵書は当法人の決算書の様式と異なりますが､皆様にわかりやすく

するため､一一般的な収支報杵書の様式万夫小しました｡

ＮＯ。 年度 卒期 寄付者名 金額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

GO

卵

60

60

GO

GO

割

引

削

回

ら2

銘

銘

銘

29

詣

32

27

42

29

30

2７

2G

ぐ

32

3G

罷

栗本　正彦

海老原英吉

安藤　文夫

吉見東太郎

小山　禧一

原　　一雄

小川　 健二

亀田　東伍

豊田　一男

松沢　　 睦

高崎高校同窓会

柴山大五郎

富田　 賢二

須藤　　 元

100丿00

国O丿00

100丿00

100旧00

100,000

200,000

100,000

100,000

100,000

100,000

1,000丿00

j00ｽ)00

100１00

300１00

１ ４

ＮＯ． 年度 卒期 寄付者名 金額

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

銘

几

ﾉに

几

几

几

几

几

几

几

２

２

２

２

託

３０

１９

砲

斗５

回

ら∠L

19

耶

２８

引

龍

村 田　 欣哉

土 岐　　 正

ヰ｣陽長高 橋千 代三

本村遊 奇男

清水　 淳雄

安 藤　 直 典

岡本　 正己

問仁田恭一一

本村遊 奇男

谷内　　 浩

浦 野　 一男

元校良 磯貝　 福七

川中　　 順

柴 山大 五郎

100 ］00

100,000

100１00

50丿00

100１00

国Oｲ)00

100,000

100丿00

j00 丿00

旧O べ川0

300 丿叫)

100,000

100,000

500,000



ＮＯ． 年度 卒期 寄付者名 金額

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

２

２

２

３

３

３

３

４

４

４

４

∠Ｌ

４

４

５

５

５

５

５

６

６

Ｇ

７

７

７

７

７

７

７

７

８

８

８

９

９

９

９

１０

↓０

１０

１０

１０

１０

↓０

１０

１０

∠L5

∠L2

耶

35

3G

38

30

∠L9

38

38

50

引

33

銘

５０

４↓

引

36

40

50

引

42

42

45

85

42

85

制

銘

４１

３８

Ｇ９

銘

引

松 本　 芳 郎

冨 永　 秀 治

善 如 寺　 秀

昭 五 会

元 教 頭 今 井　 保 男

茂 木　 三 郎

吉 見　 和 夫

小 屋　 敏 一

柴 山　 ッ ギ

清 水　 貞 保

橋 爪　 和 夫

横 山　　 巌

清 水　 三 郎

金 井　 秀 一

小 河 原　 健

海 老 原 英 吉

重 田　 精 一

横 田　 英 一

松 本　 亘 司

東　　 秀 和

元 校 長 堀 口　 康 平

堀 口　 喜 告

吉 田　　 勇

國 峯 善 次 郎

吉 田　 秀 雄

小 山　 禧 一

冨 永　 秀 治

須 賀　　 徹

駒 口　 雅 智

市 川 広 太 郎

横 尾　 英 明

喜 美 候 部 圭 吾

斎 藤　 謙 蔵

井 草　 芳 男

黒 川　 宗 輔

元 校 長 古 川　 功

高高ｻｯｶｰ 部 後援会　 代表

阿 久 潭　 茂

元 教 頭 高 橋　 冽

Ｙ ・ Ｕ

高高100 周年記念事業 実行委員会長

小 山　 禧 一

高 崎 高 校　60 期

高 崎 高 校　60 期

出端穣先生胆 倍 表柳 川 会発起人代衣

横 田　 英 一

林　　 静 男

高崎高校ﾊﾞﾚｰ ﾎ づ゙ﾚ 部OB 会 会長

菊 地　 俊 二

島 崎　 庸 夫

福 田 三 枝 説 赳犬 丸人）

100,000

100,000

100,000

200,000

100,000

100,000

100,000

100,000

1,000,000

100,000

100,000

100,000

100,000

↓00,000

100,000

↓00,000

100丿00

100丿00

100丿00

100,000

100,000

100 旧00

100,000

m0,000

100,000

200,000

100丿00

100,000

30,000

100,000

ト000,000

100丿00

50,000

100,000

100丿00

200,000

300,000

100,000

1,000,000

2丿00,000

100１00

J38ｽ)00

200,000

100,000

↓50,000

100,000

300１00

高高同 窓会報

Ｎ０． 年度 卒期 寄付者名 金額

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

HO

111

且2

113

114

且5

116

117

118

119

120

121

122

123

124

１０

１０

１０

１０

１１

１１

１１

円

川

口

１１

１１

腸

じ

に

に

１２

回

回

腸

に

１２

回

目

↓３

口

口

口

口

↓４

は

じ

け

|∠Ｌ

１４

ﾚ↓

ﾚL

↓4

巧

回

目

１５

１５

１５

１５

円

↓５

１５

１５

目

56

50

39

引

30

56

引

55

56

回

56

引

50

引

心

55

耶

50

52

58

39

30

訃

5G

49

耶

58

56

45

鈴木　 信行

塩川　祐次

元教頭高橋　 冽

小板橋文夫

にI巾　　 順

土岐　　 正

井本　 嘉宣

清塚　　 繁

安藤震太郎

高野　 政博

上原　 隆充

桜井　　 弘

松本　 昭一

元通信教頭井出　存祐

横田　英一

田中　　 順

元校長中野　 敏宗

府 会ｺﾞﾙ以 到頂幹事う

Ｓ・Ｓ

中山　 治秀

石田　 安利

片山　 筒剛

元校長桜井　 直紀

高崎高校70期同窓会幹事

同飴 ｺﾞﾙﾌ大郷4聯賜う

Ｓ・Ｈ

横田　 英一

Ｓ・Ｓ

斎藤　 敏雄

田口佐知雄

Ｓ・Ｓ

元教頭福田　賢吾

元通信教頭井出　存祐

千葉　 照勲

只木　 栄一

高崎高校同窓会

土岐　　 正

横尾　 英明

Ｕ・Ｙ

高崎高校同窓会

府 会ｺﾞﾙﾌ大到順 幹事べ

児玉　 三郎

元校長小林　 克茂

元教頭大崎　博章

橋爪　和夫

Ｓ・Ｓ

楼井　　 弘

鈴木　行正

三浦　文雄

吉川康一郎

100,000

50,000

10,000

20,000

↓00,000

100,000

200,000

100,000

100,000

50,000

100,000

100,000

↓00,000

200,000

回0,000

100,000

50,000

80,000

100,000

100,000

100,000

200,000

100,000

100,000

23,000

50,000

100,000

100,000

10,000

１00丿00

↓00,000

100,000

100,000

100,000

↓00,000

1,000,000

100,000

100,000

回0,000

345,000

100,000

↓00,000

100,000

↓00,000

100,000

↓00,000

↓00,000

100,000

100,000

100,000

※16 年度以 降 は、次号にて掲 載い たし ます。15



高高同窓会報

第65回翠轡祭実行委員長 諏訪 陽彦 パン フレットデ ザ イン

【スケート部】第９回全日本ノービ ス＆ジュニアカップショートトラックスピードスケート選手権大会第１戦

丸山惶太朗 ジュニア男子総合 第４位 ジュニア男子1000m 第２位･500m 第３位

第72 回国民体育犬会冬季大会スケート競技会 ショートトラック競技少年男子

丸山慄太朗 個人500m 第 刎立ぐ000m 第列立

【水泳部】平成29 年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会

男子100m 背泳ぎ 男子200m 背泳ぎ 三浦玲央

Ｉ

Ｉ

Ｌ
Ｉ

Ｉ 場

4×100m フリーリレー 増田 亮・井尻雅人・中島悠太 一須出大輝

【サッカー部】 第72 川国民体育大会サッカー競技会 紋谷真輝 第５位

１ ６

【囲碁部】 第41 回全国高等学校総合文化祭囲碁部門 出場 石井 蓮

【マンドリン部】 平成29 年度全国高等学校ギター・マンドリン音楽コンクール 団 体 優良賞



今回のアウェーでの勝利は素晴らしいものだ。高崎のみんな、本当によく

やってくれた。特 に玉 入 れは、最 後 の種 目ということもあり、両 校 の生 徒たち

が 集まる中で 最 高 の 盛り上 がりを見 せ てい たいだが 、今 回 の 勝利 は 運良く

つかんだものであるということを忘 れない でばしい ケ今 後の 高 崎 の課 題は一

般生 徒 の練 習 参 加 率 の 低さと、3タテされた 水 泳 だ心 れらを克 服し 、来 年

のホームでの 戦いも気を抜 か ずに 頑 張り勝利しよう。止 々堂 々と戦ってくれ

た前 橋 の皆さんにも感 謝したい。 定 期 戦 実 行委 員長 富 田 八 雲

卒業生合格者数（全日 制）（

高高同窓会報

これまでの戦績は高高41 勝、

前高24 勝、引き分け3 です。

第71 回定期戦得点表

－

部対抗

朧
一般対抗

高高 前高 高高 前高

水　泳 ０ ９

駅　伝 ３ ６

綱引き ３ ６

玉入れ ９ ０

ｿﾌﾄ ﾎﾞｰﾙ ９ ０

長縄跳び ４ ２

０ ６

一一０

卓　球 ４ ５

６ 陸上競技 ３ ６

６ ０ ｿﾌﾄﾃﾆｽ ３
６

一一一一一一一６

６ ０ ﾊﾞﾚｰ ﾎﾞｰﾙ ３

６ ０ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ５ ４

実施せず 空手道

６

- ０

０ 柔　道

６ 剣　道

６ ０ 弓　道

３ ３

‥-－０

サッカー

６ ラグビー

６ ０ 硬式野球

０ ６ 軟式野球

０ ６ テニス

51 27 小　計 46 50

総合計　　｜　高高　97 前高　77

)内は現役

ヱ 六 29年 28年 27年 二卜 輿 29年 28年 27年 二卜 亀 29年 28年 27年

北 海 道 大

東　北　大

筑 波 大

千 葉 大

群 馬 大

埼 玉 大

東　京　大

一 橋 大

東京工業大

東京外国語大

横浜国立大

新 潟 大

10(6)

30(2D

9(8)

3(2)

34(31)

8(5)

8(3)

1 困)

2(1)

5(4)

2(1)

21(19)

11(4)

29(19)

5(4)

7(7)

39(30)

5(4)

13(8)

O 印)

2(2)

3∩)

6(6)

17(H))

10(6)

27(22)

8(7)

5(3)

31(27)

5(5)

9(4)

卜 剛

１(巾

３(３)

４(４)

１０(６)

金　沢　大

信 州 大

名 古 屋 大

京 都 大

高崎経済大

首都大東京

国 公 立 大
医学部医学科

慶 厖 大

早 稲 田 大

10(H))

3(3)

牡/1)

ムD

17(17)

5 巾)

15(H)

23(13)

36(28)

15(13)

9(6)

2(2)

5(2)

15(15)

ニン))

16(9)

35(23)

弘(29)

13(12)

6(5)

3(3)

2巾)

15(12)

6(4)

4( 豹

21(11)

46(23)

中　央　大

明　治　大

上　智　大

立 教 大

青山学院大

法 政 大

日　本　大

東京理科大

芝浦工業大

明治学院大

同 志 社 大

立 命 館 大

43(38)

54(36)

13(4)

12(11)

10(7)

53(37)

74(55)

93(60)

76(64)

6(6)

3(1)

10(6)

76(52)

67( 辻剛

8(7)

22(13)

30(24)

56(42)

58(44)

117(87)

76(58)

10(4)

判4)

12(8)

55(47)

57(47)

9(8)

8(6)

巧( 拍)

32(29)

56(41)

72(39)

38(34)

8(7)

4(3)

且)(5)

１ ７



高高同窓会報

＠｢21 世紀型スキルとは何力

ｙ

武 芒

株式会社チェンジウェイブ代表 ジャズピアニスト

佐々木裕子氏 中島さち子氏

ｊ｀
・

｀
’

平成29 年6 月19 日(月)13:30より、本 校体育館にて全

校生徒を対 象に進路 講演会が 開催された。佐々木氏が

第一部で、中島氏が第二部で講演してくださった。

佐々木氏はご自身の経験を踏まえながら、｢21世紀型ス

キルを身につけるということは、成長する過程で錆びついて

いく本来の力を解放することである｣と述べた。中島氏は楽

譜やピアノ演 奏を織り交ぜながら、｢数 字や思い込みにだ

まされない力且 発想 の飛躍 力且 遊びや感 動を生み出寸

力｣ を身につけることの大切さを訴えた。

⑤

?

Ｆ

高高・大 学・そして 国家 公 務 員」

農 林 水産省 経営 局 保険 課 法令 係長

鈴 木 陽 氏(105 期)

平 成29 年10 月23 日( 月)14:30 より、本 校 体 育 館 に て全

校 生 徒 を対 象 に キャリア 教 育 講 演 会 が 開 催 さ れ た 。本 校

卒 業 生 の 鈴 木 陽( あさひ) 氏 にご 講 演 い た だい た 。

鈴 木 氏 は 、｢̈ い ま を̈守 り、̈未 来 を̈つくる。自 分 で はなく、

み んなの た めに 。そ れ が 国 家 公 務 員 という生 き方 であ る止

述 べ 、ご 自 身 の 高 校 時 代 を振 り返 りな が ら、目青報 を集 め 、

将 来 の 選 択 肢 を増 や そ列 と力 説 なさっ た。

lｉＳＳ疆－ｌｆｆ 第116 回 高中・高高同窓会新年総会・懇親会

皆様をこころよりお待ちしております。

皆さん、こんにちは。87期 代表幹 事の静和 彦です。来る第116

回高巾･ 高高同窓 会新年総 会は、会場をホワイトイン高崎

に変更して､平成30 年1 月27日(土 バ|こ後3 時より問催いたしま

す。会費は5,000円となっています。多くの卒業生の出席を心か

らお待ちしております。87

期は昭和最 後の卒業になりますレト 成の御世30 年を経

て､地宍元で活躍している仲間は少数 派であり､日本各地あるい

は海外で活躍している同窓生が多い巾、職業や生活環境、人

生哲学がそれぞれ異なった高 校時代の仲問達が共に一つの

87 期代表幹事 静 和彦

附票に向かって集まったことは、87期そ

れぞれの人生において大きな勉強とな

り財産となりました。会場 の変更に伴い準備段 階から多くの課

題がありましたが､一致団結してより強 囚な絆の下 、同窓 会新

年総 会に向けて準備が整いました。この場を惜りて、ご教授･ご

鞭推いただいた方 々に感謝申し上げます。

今回の同窓 会新年総 会が、母校高崎高校の栄えある伝統

の一幕となり､また､ 次年度の更なる飛 躍のステップとなることを

心から祈念しております。

第116 回 高中・高高同窓会新年総会のご案内

同窓 会 会員の皆 様におか れましては益 々ご清栄のこととお 慶び申し上げます。

諸先 輩 方 、後輩諸 氏多くの同 窓の皆 様方をお迎えし、総 会では本 会および母校の状 況をご確 認いただき、懇 親会では在

学当時を思い起こして共に楽しいひとときをお過ごしいただける様、準備を進めております。

同級生、先輩後輩皆々様お誘いの上、一人でも多くの同窓の皆様がご参加下さいます事、当番幹事一同心よりお待ち申し上げます。

【日時 】平成30 年1 月２７日(土) 午後３時より 【会場】ホワイトイン高 崎(高崎市赤坂町94

【会費】おー人様 ５,０００円(当番幹事87 期代表 静 和彦)

電話:027-325-5858 ）

１ ８



●団体戦洛期上位４名のトータルスコア)

《グロスの 部》

順位 期 ＧＲＯＳＳ

３２８
優 勝

一 一 - 　 － - - 　 　 一 一 一準 優 勝

62 期

８１期 ３３２

３位 ６９期 ３３５

●個人戦 《ペ ストグロス賞》

順位 氏名 期 Ｇ日ＯＳＳ

赤城･榛名 佐藤　和徳 ５ﾌ期 ｜フフ　　　ｉ

榛名･妙義 川手　義昭 62 期 フ４

妙 義 一赤 城 標渾　　勉

－

フ１期

・　　－--　－

８１

優勝69 期片山さんあいさつ

プレーを終え､表彰会場でくつろぐ参加者･．

《ネ ッ トの 到
’
ン
５

高高同窓会報

■ 開 催 日 ２０１フ年5 月28 日(日)

■ 開催場所 サンコーフ２カントリークラブ

■ 参加人数 ２１５名

■ 当番幹事期 ８０期

順位 期 Ｇ日ＯＳＳ 日[)ＣＰ ＮＥＴ

優勝 引 期 ３３２ ４３．２ ２８８．８
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順位 氏名 期 Ｇ日ＯＳＳ 日ＤＣＰ ＮＥＴ

優 勝

‥一一一一一準 優 勝

片山　哲也 G9 期 ８３

－　－　－８Ｂ

１３．２ ６９．８

小 林　　 均

一一　　一一岸　　　 亮

フフ期 １８ フ○

３位 ８１期 ８１ Ｉ０．８ フ０ ．２

-…　－‥-

次回幹事81 期のみなさん

参加費の一部を翠量育英会、

体育会などに寄付

当日は天候にも恵まれ､皆様方のご協力により無事開催することができました。心より感謝申し上げます。

ＢＯ期 ゴルフ代表幹事 樋口 哲雄

〈退任者 ・ 転出 者〉

校長 佐 藤

副校長 梅 洋

事務長 藤 井

国語 加 追

数 学 下 田

英 語 新井

英語 加 藤

理科(地公臨)山寺

事 務 宮 本

国 語(置籍) 坂 爪

功

英明

通義

一芳

真志

悟

俊介

玲子

香織

誠

退職

松井[H高(校長昇任)

退職

嬬恋高(教頭昇任)

渋川高

県立太田高

県立前橋高

桐生女子高(採用)

吉井高

県立前橋高

校 長

副校長

教 頭

事務長

国 語

数 学

理 科

英 語

英 語

事 務

〈新 任 者 〉

加 藤 聡

牡 正

関 口 博 士

冨 洋 昌 久

北 爪 紀 枝

田 中 みゅ き

中 嶋 英 彦

須 出 響 二

大 久 保泰 希

小 金 滓 歩

通信制

富岡高(

副校長昇帽

高経大附属高

高崎女子高

市立前橋高

高崎東高

県立太田高

中央中等教育学校

吾妻高

桐生高

会共

教頭

国語

数学

学
化
問
題
に
言
及
し
、

を
沸
か
せ
た
串
田
同
窓
会
長

〈退 任者 ・転出 者〉

飯塚

石村

中島

事 務(地公臨)矢 畑

教 頭

国 語

数 学

事 務( 地公臨)

聡 前 橋女 子 高

淳 子 高崎高等特別支援学校

英 二 退 職

慶 子 退 職

〈新任者〉

中渾 政幸 高崎女子高(昇⑤

佐藤 宏江 高経大附属高

廣神 孝彦 県立前橋高

小林 雅美 県立前橋高
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高高同窓会報

１

◆東京同窓会役員変更(H29 年6 月)

顧

心
Ｚi

問 山本 忠順 （62期）

長 仙波 憲一 （68期）

＊仙波氏は同窓会本

副 公

Ｚｉ

副 心
Ｚｉ

長

長

幹 事 長

副 幹 事 長副 幹 事

事 務 局

監

御供

丸山

田中

小池

村

藤

下

兵

長

事

部副会長に就任

謙 一

俊 弘

ぐ

ぐ

68 期 ）71

期 ）

監 事 中村

翠 轡 編集 長 田 端

誠 （72期）

純 司 （72期）

昇 治 （75期）

公 彦 （72期）

健 一 （93期）

広 英 （87期）

常 任 幹 事 神成 尚亮 （72期）

井野 直幸 （74期）

橋爪恒二郎 （77期）

和田 国明 （79期）

長井 俊 史（80期）

四方田 勉 （81期）

大沢 貴頼 （83期）

久保田雅彦（85期）

信渾 康一 （85期）

新井 隆康 （94期）

亀井 剛 （96期）

関口 慶太 （99期）

指月庭のバラを年間維持管理する『指月庭倶楽部員』を募集しております

母校120周年事業として指月庭は140本の新品種バラにて鮮やかに復活しました。

現在9 名にて活動。春～秋にかけて毎月第2･4 日曜午前9 時より手入れを行っています。

時間の取れる方は道具持参にて参加して頂きたいと思います。

詳しくは同窓会事務局（ＴＥＬ.027-320-6024）にお問い合わせください。2.

若い卒業期でまだ代表幹事、常任理事、理事等の役員未決定期に補助金

役員未決定、或いは同窓会未開催等で困っている期には初回案内通知にかかる費用

（5万円前 後）を同窓会にて支援致します。

対象期の有志は事務局（ＴＥＬ.027-320-6024）にご連絡ください。

3｡企業 の協 賛 会員も 継続募 集して おります

ホームページでの企業PR 及びリクルート活動 に活かせます。

年 間1 万円、初回はプラス作 成費1:万円です。

事務 局（ＴＥＬ.027-320-6024）或いはホームページより申込頂けます。

創立120 周 年記 念 に合 わせ 絵 画を 寄 贈

東京都文京区の矯正歯科医中島架一郎氏(62期)が母校創立120

周年を記念して自身のバラを描いた口本画を同窓会を通し

母校に寄贈して下さいました。同時に同期生でH28 年に亡

なった伊界的グラフィックデザイナー佐藤晃一さんの原画

寄贈して頂きました。

く

も

同期の小椋淳至氏も立会され、両氏の作品は翠柳会館の人口

正面に飾ってあります。

左より加藤校長､中島氏､本部幹事長立見 、小椋氏((

句かって左側中島氏作品､右側が佐藤氏作品)

20



維持会費 納入者数 推移(28 期～79 期)

期 田９ ﾄ程０卜 割 日22 H23 H24 H25 舵6 H27 H28 H29
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維持会費 納入者数 推移(80 期～114 期)
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コンビ ニ開始

※ は 当番期

コンビニ 開始

120 記 念費

控O 記念費 Ｕ 月末 現在
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納付 者数

1,207

1,489

？

一

１０－

－
3
6

１

1,626

― 968

2,091

2,268

2,497

2,597
０１０り

乙

７只

）

１９

乙

2,083

1,855

2,055

2,404

り
乙

Ｏ

Ｊ

Ｊり
乙

７
－Ｉり

乙

2,336

2,496
９

Ｊ

１０９

】

４Ｉユ２

【
ｊ

ｌ
ｎ

／

】

ｎ

乙

2,182

1,838

1,866
４ＩＱ

）

Ｉ

3,004

3,094

3,063

2,600

令額 汗 円）1,2701,640

０１０り

乙

1,368

1,960

2,485

2,573
７り

乙

ユ４

4,144

4,048

７ｌｒ

り
４

4,773

4,975
４ｌ

ｎ

乙

［

に
Ｄ

5,505

5,697

5,753

6,732

6,623

7,342

6,685

6,621

5,355

5,999

6,057

5,438

5,803

6,629

6,244

5,976

6,509

7,028

5,794

6,261
□

Ｊ
―λ

ｑ
″
り

6,257

5,895

5,854
L
ｎ

ｑ

Ｊ
Ｅ

ユ
’

Ｅ
り

７
｛

Ｅ
ｎ

｝

ＩＱ

‥

）

9,323

―β
り

９

】

ＩＩ

０－
β

（

コ

いつも維持会費納入のご協力ありがとうござい ます。ここ10年間の維持会費納

入実績を掲載致しました。各期毎の納入者数をご覧いただき、今後も一層のご支援

をお願い申し上げます。納入者数推移を見て頂きますと、当番期の年には激増しま

すが、3年経過しますと激減しております。継続できますよう心よりお願い申しト

げます。総数で見ますとコンビニ併用振込の成果もあり、納入者数は住所確認者総

数23,000名に対し3,000名と約1,000名増加しております。ホームページの充実等含

め、同窓会員への情報提供強化と、母校への支援 を充実させるために、今後とも宜

しくお願い申し上げます。(本部幹事長 立見)21
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春 の 叙 勲

旭日双光章 月岡 関夫(58期)

旭日双光章 小林 輝男(61期)

大 臣 表 彰

文部科学大臣表彰 中田

翠==1‥‥|

'
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～ ｔ い ら ん ぷ ん こ

洋(61 期)

11,9J91Sj
。－。

さ 去轟り

⑩著書／作者

●清水正之詩文集

●歴史の現場から

●詩集 藤原定家のランニングシューズ

(敬称略)

秋 の 褒 章

黄 綬 褒 章 阿久渾 茂(69期)

秋 の 叙 勲

旭日小綬章 茂木 渉(55期)

旭日重光章 上野 公成(57期)

瑞宝小綬章 寺渾 康行(62期)

瑞宝中綬章 松本 修(65期)

瑞宝小綬章 栗原 傀(第29代校長)
I 丁 | 』 ● I I I W ･ | | |

◆ 翠鸞文 庫について◆

翠鸞文 庫は､ 著者または訳 者が高 崎高校 の 卒業生 及び関 係 職員 であり、

本人またはその関係者から寄贈された図書で構成さ れてい ます。

〈平 成２８年10 月１日 ～平 成２９年９月３０日〉

● ● ● ● ● ＆ ● ● ● ●

清水

内藤

伊藤

鳥居

ｿ

……

七多 ｻﾞﾌｿ
≪

正之(４８期)

真治(５４期)

信 (フ８期)

修(８０期)

金史(８４期)

●万有聖力 心のベクトル場（上）

●障害を持つ息子へ～息子よ。そのままで、いい～
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(垂5送希望の場合は現金書留にて下記金額を事務局までお送り下さい)

〒370-0861 高崎市八千代町2-４-1 高崎高校同窓会事務局宛 電話・FＡＸ

群馬県,‘/.高崎中乍り

酢.哨県,y,S崎I鳥斗.ly卜

l 加 闘 年 紀 念 ビ デ オ

車 自
奪 ● 喊 か 畠 喊 血 － ９ 昧

冨 重 ? ｒ 匍 ￥ 匈 ● ｆ 耳 皿 ｌｙ ４ ４１

1 2 O 周 年 誌

尚※ Ｃは在 庫数 によ り

余･

別|

売

。

品、

騨 ず
……

０２７-３２０-602 ４

高崎高校100 年史(

通史、人物編)セット2,000 円

丈川=

襟章銀メッキ1,000 円

学帽(2 本線、校章付)10,000

円

コ

野球帽(

甲子園出場西暦年入り)3,500

円

干370-3107

群馬県高崎市下之城町584-70 高崎産業創造館202(

株)群馬スポーツマネジメント堀口芳明宛FAX027-386-6083(

群馬ダイヤモンドペガサス社長 携帯090-3245-0472)

高中･高高120 周年記念ビデオ

（ＤＶＤ）1,000 円

1,000 円1,000

円1,000

円1,000

円

1,000 円

4,300 円

終了 次 第 とな り ます，ご
栢

汀伽 い 封

１１０周年記念誌｢翠庶｣100

周年記念誌｢翠 轡｣

高崎高校80 年史(上･ 下)セット

校歌一応援歌ＣＤ

ネクタイピン(卒業記念品)

同窓会員名簿(H29 年版)

JI目 に よ



平成２８年度 通常会計決算

高高同窓会 予算決算報告

平成２９年度 通常会計予算

(平 成28 年1 月1日～平 成28 年12 月3川)

費　目　　｜　予算額 決算額 増　 △減 備　　　 考

特勣う隨討 438,383 438,383 ０前年 度から繰越金

入　 会　 金 3,168,000 3,283,800 115,800
他出 眉22 名(卵冊)O 山

元仁司48名(昨2.〔)O田

維 持 会 費 8,000,000且,261,000 3,261,000 ヌ（1川示に己川僕j:付令3,063 名1
川OX3川O人を介もり

I利　　　　息 1,017 334 △683

雑　 収　 入 300,000 1,059,981 759,981
Webｻｲﾄ協竹価,己乱WI収人
定川叫約役人ほか

合　 計 11,907,400祗043,498 4,136,098

費　目 予算額 決算額 残額 備　　　考

会　議　費 950,000 1,127,044 △177,044新年総会準備ほか

祝　賀　費 1,000,000 810ﾕ88 189,812叙勲記念品①統 念川址

饉　別　 費 200,000 130,000 70,000平句7牛疫対腿 任瞰lj屈

慶　弔　 費 100,000 賤70 0 15,300

通信印刷費 540,000 513,695 阻305
糾 持 公費 粁促 状･納 人 化状･

草餅余館電,占代ほか

旅　　　　費 120,000 90,000 卸)00 東京同窓会出服行旅背

同窓会報費 3,950,000 3,735,809 21卵91 回窓会報財 以 および俗諦

事　務　費 1,400,000 1,258,998 m,002 事務職臥 付言訓 示 か

同窓会長賞費1　　100,000 40,543 59,457賞状･記念川まか

｜資料整理費｜　600,000 315,900 28卵00 Webｻｲﾄ 管理費ほか

補　助　費 1,600,000 2,562,000 △962,000
翠.紐体でにン口走活動補助

仙柚 動 補助

臨 境整備費 300,000 291,6001　　8,400

｜

削且よび贈佃附川りI匝

雑　　　　費 600,000 430,719 169,281紺桧帽牡牛且加旧か

特別会計積立 ０ 4,000,000△4川0,000
特川乱,田いlj00万円･

旧叫ドﾙ ゴンD 七劉丿 川㈹ 万円

予　備　費 447,400 ０ 判7.400

合　計 11,907,40015,391,196△3,/183,796

収入総額(円)
１６,０４ ３,４９ ８

-

支出総額(円)
１５,３ ９ １,１９６

特別 会計 積立

収入の部 前年度からの繰越金

平成２８年度通常会計よＯ

１２０周年記念事業寄付金

利息

支出の音|
５

-

-

合計

１２０周年記念事業(指月庭工事)

合宿所浴室改修工事(

通常会計へ繰入)

合計

当年度差引残額

差引 繰越残 額(円)
６５ ２,３０ ２

１３,７５ ９,フ０８ 円

１,０００,００ ０円

３,０００,００ ０円

３,０フ８ 円

１フ,フ６ ２,フ８６ 円

１,９１ 亀941 円

２,３３ ３,６６４ 円

フフ ０,０８ １円

５,０１８,６８６ 円

１２,７４４,１００ 円

高高同窓会報

(平 成29 年1 月1日～平 成29 年12 月3U:|)

費　目 今年度予算 前年度予算 増　 △減 備　　　 考

伴勣らの鮒 金 652,302 438,383 213,919 前年度から繰越金

入　 会　 金 3,168,000 3,168,000 ０ 川 制入学生320牡叫9㈲

維 持 会 費 10,000,000 8,000,0002,000,000
1j)hlが|こ記念I卜おり･｣ヶ　　｜

20 0万円を介か　　　　　　，

利　　　　息 1,098 1,017 81

雑　 収　 入 3,000,000 300,000 2,m0,000
Ｗ山ｻｲﾄ1為竹卜,心ご晶収人

帽 引戌 人

合　 計 1卵21,400 11,907,4004,914,000

費　目 今年度予算 前年度予算 増　△減 備　　　 考

会　議　費 1,200,000 950,000 250,000 新年総会準備はか

祝　賀　費 1,000,000 1,000,000 ０ 叙鮒億ル卒業八洲計

賤　別　費 220,000 200,000 20,000 豹岨悦特離退白則行鋼

慶　弔　費 100,000 100,000 ０

通信印刷費 600,000 540,000 60,000
祁 拉づ丿 割引 足状･納 人屁状･

翠伺じ誤ﾔ,に到りよか

旅　　　　費 120,000 120,000 ０ 東京同窓会邸帽勃川

同窓会報費 3,950,000 3,950,000 ０ ﾄj窓会報発行肋 よび剣諾

事　務　費 1,400,000 1,400,000 ０ j陽貼 肝影轜喘計

同窓会長賞費 100,000 100,000 ０ 賞状･記念川 まか

資料整理費 400,000 600,000△200,000 Webｻｲﾄ 管理費ばか

補　助　費 2珀0,000 1,600,000 1,000,000翠檜脂 会･牛牡 動願

環境整備費 400,000 300,000 m0,000
指J｣庭およびバラ園の根粒管坪吽

指Ｕ庭肝 心よか

雑　　　　費 600,000 600,000 ０ 維持会費等の楠 丹 数料計

特別会計積立 4,000,000 ０ 4,000,000
特丿｣余 川 州 句 〇(雨 目･

1201小乱厄念牛友雷付句り(ﾘ川

予　備　費 U几400 447,400△316,000

合　計 16,82U00 皿907,400 4,9け000

特別 会 計積 立

収入の部 前年度からの繰越金

平成２９年度通常会計より

１２０周年記念事業寄付金

利息

支出の部

合 計

１２０周年 記 念事 業

合計

１２,７４４, １００ 円

２,０ ００,０００ 円

２,０００,０００ 円

２,５ ００ 円

１６,フ４６,６ ００ 円

３,０８５,０５９ 円

３,０８５,０５９ 円
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平 成30 年 度 維 持 会 費 納 入 の お 願い

j●・

群馬県立高崎高等学校

同窓会報
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